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Abstract: �e purpose of this study was to propose a means to evaluate the process of attaining the target of 
the athlete. It used the goal setting technique as part of mental training, and further utilized support resources. 
“Support resource” is de�ned as a broad meaning including the environment of the athlete itself, the situation of 
the athlete, material resources. �e subjects were 20 female athletes belonging to the A University Rugby Club. 
In the analysis, the support resources were classi�ed into 8 categories. As a result of the analysis, the contents of 
the support resources were di�erent in the team, even though they were in the same word, di�erent intentions 
and purposes existed in the team. �e average scores of teams by category showed the highest values   at 37.95 
points and “Mono” at the lowest value at 3.10 points. From these results, using and evaluating support resources 
can evaluate the process of achieving the goal. In addition, it became clear that the players themselves could be 
given the opportunity to look back at the process of e�ort again. And, visualization and scoring of support 
resources leads to the acquisition of information for the support of not only athletes but also coaches, and the 
consideration of support system for teams.

抄録：本研究の目的は，選手の目標を達成する過程を評価するための手段を提案することであった．それは，
メンタルトレーニングの一環として目標設定技法を用いたものであり，さらにサポート資源を活用するもので
あった．「サポート資源」とは，選手の環境そのものや選手の状況，物的資源を含む広義なものとして定義し
た．対象者は，A大学ラグビー部に所属する女子選手 20名であった．分析に際して，サポート資源を 8つの
カテゴリーに分類した．分析の結果，サポート資源の内容は，チーム内で，同じワードであっても異なる意図
や目的がチームには存在していた．カテゴリー別のチームの平均得点は，「ヒト」が 37.95点で最も高い値を示
し，「モノ」が 3.10点で最も低い値を示した．これらの結果から，サポート資源を活用・評価することは， 目
標達成の過程を評価することができるだけでなく，選手自身が改めて努力の過程に目を向けるきっかけを与え
ることができることが明らかとなった．そして，サポート資源の可視化や得点化は選手だけでなく指導者の支
援に向けた情報の取得，チームへのサポート体制の検討材料につながる．
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I.　緒　　　言
心理的スキル技法の 1つとして目標設定は，メンタ

ルトレーニングにおいて比較的多く用いられており，
競技に対するアスリートの行動が明確化されるといわ
れている 1）．さらに，目標設定には競技における不安
の軽減，自信の獲得を促進する，練習の質の向上，内
発的動機づけを促進するなどの効果があり，アスリー

トの心理的側面に大きな影響を与えることが知られて
いる 1）．これまでにアスリートの目標設定における研
究は多く，石井 2）は研究結果から，有効な目標設定を
行うための原理・原則をまとめている（表 1）．
このような目標設定技法は，スポーツ場面だけでな
く社会生活の場面にも用いられることが多くある．し
かし，多くの場合は業績や成績をあげた者がより価値
があり，評価される傾向が強いように思われる．これ
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らの傾向は，競技スポーツ場面においても散見され，
個人・集団スポーツ，競技レベルなどの変数や，結果
に至るまでの過程といった個人的な取り組みはあまり
評価されず，「勝つかどうか」の結果のみが評価され
る場面が多く存在する 3）．このように単純に結果だけ
が評価されるような環境下では，選手や指導者は「勝
利すること」を目的とした結果目標を立てる．このよ
うな目標設定を行った場合，基準が高すぎる，非現実
的であるなど，結果として選手にとって適切でない目
標設定になりやすい．このような目標設定の方法で
は，選手や指導者の期待した結果が得られず，個人的
成熟感の低下が起こり，ネガティブな感情が生成され
る．また，結果目標は選手個人に起因することなく，
相手や環境といった様々な要因に左右されやすいとい
う特徴がある 2）．このようなネガティブ感情を選手が
強く感じ続けることは，バーンアウトを引き起こす原
因になり 4），競技力向上に効果的とされる目標設定が
むしろ悪循環を作り出してしまう可能性がある．
このことから選手や指導者は，勝敗結果のみに捉わ
れず，結果に至るまでの過程について焦点を当てた目
標を設定し，追求することが求められる．そして，指
導者は選手が立てた目標の達成に伴う選手の成長を評
価することによって，内発的動機づけや自己効力感の
促進，その後の選手の主体的な行動に繋がると考えら
れる 2）．伊藤ほか 5）の研究では，熟達雰囲気（努力に
価値が置かれ，学習の熟達やプロセスそのものが重視
された環境）のある学習場面では，他者との成績を比
較することより学習のプロセスそのものを重視するこ
とで，失敗による不安などのネガティブ感情が喚起さ
れにくく，体育・スポーツ学習場面におけるストレス
への適応やスキルの獲得に繋がる可能性を示している．
また，これらに類似して達成目標理論による課題目標
の設定が挙げられる 6）．達成目標理論は，自我目標と
課題目標に分類され，前者は選手の能力を重視し，他
者よりも優れていることを誇示することで，高い評価
を得る目標を指している 6）．後者は，自分自身の能力
やスキルを最大限に発揮するために，学習の過程その
ものが重視される目標を指している 6）．中須賀ほか 7）

によると，課題目標（課題志向性）が高まった者は，
自己の技術を向上させるための過程を重視し，自己の
努力に対して焦点が当てられることが明らかとなって
おり，失敗などの経験を学習の一部として捉え，他者
や環境に原因を帰属することなく，好意的な態度を高
める可能性が示されている．これらのことから，目標
設定の中でも各選手の課題に着目し，目標達成におけ
る過程を評価していくことは，競技スキルの獲得・向
上を促進するものと考えられる．
目標達成の過程を評価していくためには，結果だけ
では読み取ることのできない選手それぞれの取り組み
などを考慮する必要がある．そのため，個人を取り巻
く環境やその時の選手に影響を与える現状の把握は欠
かすことができない．運動参加の視点から考えると，
「日常生活で生じる様々な問題や要求に対して，建設
的かつ効果的に対処するために必要な能力」として定
義されるライフスキル 8）は目標設定との関連があるこ
とが示されている 9）．しかし，ライフスキルはライフ
イベントなどに対する個人の対処能力として評価・検
討されることが多く，本研究の目的としている目標達
成の過程に関わる各要因を評価することとは異なって
いるため，評価方法として援用するには難しいと考え
られる．また，選手へのサポートといった視点から考
えると，ある人を取り巻く重要な他者から得られるさ
まざまな形の援助については，ソーシャルサポート
（Social Support：以下 SSとする）と定義されており，
これまでに行われた数多くの研究から，SSは主にス
トレスの緩和効果をもたらすことが報告されている 10）．
しかし，目標達成の過程を評価するために SSを用い
た場合，個人を取り巻く環境やその時の選手に与える
影響，競技スポーツを行う選手の性別やスポーツ種
目，実施環境などを評価することができない．結果だ
けでは読み取ることのできない選手それぞれの取り組
みは，物的資源や生活そのものを指す場合や選手の価
値観や生活スタイルによって多種多様であることが予
想され，ライフスキルといった個人の能力や SSなど
の外部サポートだけでは選手の取り巻く環境を捉える
ことは難しい．そこで本研究では，選手を取り巻くす

表1　目標設定の原理・原則
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べての要因を「サポート資源」と定義し，これらを活
用して目標達成の過程を評価することとした．
以上のことから，本研究ではメンタルトレーニング
の一環として目標設定技法を用い，さらに「サポート
資源」を活用することによって，選手の目標達成の過
程を評価するための手段を提案することを目的とし
た．本研究における「サポート資源」とは，選手それ
ぞれの環境や選手に影響を与えるその時の状況，さら
には物的資源などを含む広義なものであり，それらは
選手それぞれの価値観が反映されると考えられる．ま
た，小林ほか 11）は，集団の心理状態を改善すること
を試みた場合，集団全体を把握することはもちろん，
選手一人ひとりの心理状態を把握し，集団内の選手そ
れぞれがどのように自集団を捉えているかを検討し，
その重要性を指摘している．このように，個人から得
られたデータを集団へと拡大し，それらのデータを集
団の特徴として捉えて，心理サポートを実施すること
はチームスポーツの心理状態の改善をするにあたって
重要であると考えられる．しかし，選手の個別性を重
視しつつ，それらのデータを集団の特徴として捉え，
チームの状況を把握した研究は見当たらない．個人お

よび集団の特徴を捉えることは，選手一人ひとりの問
題・課題の解決の一助になるだけでなく，チームの状
況把握やチームの目標達成の過程における全体の傾向
を理解することにもつながり，指導者へのフィード
バックにも有効的であると考えられる．

II.　方　　　法
1.　対象選手および対象チーム
対象選手は，A大学学友会ラグビー部に所属する女
子選手 29名のうち，講習会当日に欠席した 5名，お
よび講習会で使用したワークシート（参考資料 1・2）
の内容に解釈不可能な記入があった 4名を除く 20名
であった．なお，本研究の対象チームは大学トップレ
ベルであり，競技力の向上を目指し日々練習に励んで
いる．また，ヘッドコーチを中心として指導および練
習等が進められ，コーチやその他スタッフがチームサ
ポートを行っている．

2.　調査期日
本研究は，201X年 9月から 201X＋1年 3月の期間
に月 1回の頻度で行った心理講習会や個別面談，大会

参考資料1　心理講習会で使用したワークシート
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視察などの心理サポートの一環として実施されたもの
である（表2）．その中でも，201X年11月10日の練習
終了後にA大学の教室にて実施した「シーズンに向け
て～目標設定～」をテーマとした第 2回目の心理講習
会の調査内容を報告する（表 3）．

3.　調査内容および手続き
本研究は，調査対象者であるA大学学友会ラグビー

部女子のヘッドコーチおよび選手から承諾を得て実施
した．心理講習会の講師は，スポーツ心理学を専攻す
る大学院生 1名が担当し，スポーツメンタルトレーニ
ング指導士（以下：SMT指導士とする）1名がアシス
タントとして参加した．調査用紙は，個別記入のワー
クシートを使用し，対象選手に調査の主旨と個人情報
の保護について説明した後，配布された．なお，本研
究で使用したワークシートは，スポーツメンタルト
レーニング教本 1）に記載されている目標設定の具体的
な方法を参考に作成された．記入内容は，目標設定の
原理・原則の内容（表1）を中心としており，目標設定
の期間は長期・中期・短期について目標の記入を求め
るものであった．

心理講習会では，はじめに目標設定技法の種類，効
果，原則についての講義を行い（表 3），中期および短
期目標については各選手に対してワークシートに記入
させた（参考資料 1）．なお，ラグビー部女子のヘッド
コーチと事前に打ち合わせを行い，練習や大会等の日
程を考慮し，中期目標は 1ヶ月後，短期目標は 1週間
後とした．また，長期目標は，チームで一貫した年間
目標があることを心理講習会の事前の打ち合わせに
て，ラグビー部女子のヘッドコーチから確認してい
た．そのため，今回の長期目標は，チーム目標の確認
並びにチームの共通意識を深めることを兼ねて心理講
習会中に主将にチーム目標を尋ね，主将から得られた
返答を長期目標と設定してワークシートに記入させた．
なお，主将から得られた返答は「日本一」であり，事
前の打ち合わせにてヘッドコーチから提案された内容
と同様であった．上記のように，長期に関してはチー
ムで一貫した目標が明確になっている反面，その長期
目標に対する選手個人の短期・中期目標が明確でない
というチーム課題があった．また，心理講習会の実施
計画として，約1ヶ月後に実施予定であった第3回目の
心理講習会は，目標達成への取り組みについて振り返

参考資料2　心理講習会で使用したワークシート　中期目標達成のための具体的な手段



鈴木千寿，高井秀明，平山浩輔

5

ることをテーマにしていた．よって，本講習会では中
期目標に着目し，目標達成のための具体的な手段に関
する検討を行うこととした．なお，中期目標は「タッ
クルの成功率を上げる」といったプレーに関連したも
のや「筋力をアップさせ，復帰に近づく」といった怪
我からの復帰を望むものなどさまざまであった．
次に，各選手の中期目標の達成のための具体的な手
段を考える手立てとして，選手自身を取り巻く要因で
あるサポート資源を各選手に自由に想起させ，ワーク
シートへ記入させた．このワークシートは，自分自身
を中心として自身との関わりについて樹形図式でサ
ポート資源を書き出し，さらに細分化することによっ
て自分自身を取り巻く環境を視覚化できるように作成
されたものである（図 1）．なお，図 1は例であり，心
理講習会では選手に何も記入されていないA3用紙を
配布している．本研究では，サポート資源が選手それ
ぞれの目標達成に対する過程を評価するものであった
ため，選手それぞれの想起する内容が提示した例に影
響されることを懸念し，ワークの説明では 1回目に例
を全体に提示した後は個別の対応を心掛けた．ワーク
を進める中で，サポート資源の想起が難しく記入が進
んでいない選手には，必要であれば講師やアシスタン
トからもアドバイスを行った．次に，書き出されたサ

ポート資源について，各選手が立てた中期目標達成に
対する必要度や重要度を合計 100点になるように配点
させ，得点をワークシートに記入するよう選手に求め
た（図 2）．最後に，中期目標達成のための具体的な手

表3　第 2回目の心理講習会内容

図1　「サポート資源」記入例

図2　「サポート資源」得点記入例

表2　心理サポートの内容



目標達成に向けたサポート資源の抽出

6

段を考える手立てとして，書き出されたサポート資源
を選択し，その活用方法について選手にワークシート
へ記入を求めた（参考資料 2）．なお，心理講習会の実
施時間は，講義，ワークシートの記入などの時間も含
め約 1時間であった．

4.　分析方法
4.1.　サポート資源の分類
サポート資源の分類を行うにあたり，本研究の対象
チームが実施している競技特性，心理講習会の事前の
打ち合わせから得られたヘッドコーチの主訴やチーム
特性，さらにはチームの心理サポートを実施している
筆者と心理講習会に参加した心理スタッフの意見を考
慮して，「ヒト」「モノ」「栄養」「メディカル」「時間」
「情報」「フィジカル」「その他」の合計8つのカテゴリー1
を設定した．それら 8つのカテゴリーを設定した後，
KJ法 12）を援用して，調査で得られたサポート資源の
データを上記の 2名によって分類した．また，信頼性
と妥当性を検討するためにスポーツ心理学を専攻して
いる大学院生およびスポーツメンタルトレーニング指
導士の資格を有する心理サポートスタッフの 2名で分
類した後，スポーツメンタルトレーニング上級指導士
の資格を有する研究者も含めた 3名で議論を行い，同
意に至るまで吟味・検討を行った．なお，チーム内の
個人が特定される記入については，チーム状況を強く
反映する事柄であると心理スタッフが判断し，アルファ
ベットを用いて匿名化した．さらに，対象チームを指
導する立場として重役を担っていると考えられる順に
Aコーチ，Bコーチと表記した．また，トレーナー，
栄養士，学生についても同様に個人が特定される記入
については，アルファベットを用いて匿名化した．
4.2.　サポート資源の得点算出
サポート資源の得点算出を行うにあたり，図 2のよ

うに選手が記入した得点をそれぞれの選手の各カテゴ
リーの得点として評価した．また，それらの各カテゴ
リーにおけるチームの平均得点を算出した．なお，得
点化を行うにあたり合計得点が 100点とならないデー
タは分析対象外とした．

5.　倫理的配慮
本研究は，日本体育大学におけるヒトを対象とした
実験等に関する倫理審査委員会の承認（承認番号第
016-H024号）を得て実施されたものである．

III.　結　　　果
1.　サポート資源のカテゴリー 1への分類結果
サポート資源のカテゴリー1への分類した結果を表

4に示す．カテゴリー間で同じワードを記載している

内容について，心理スタッフで検討を行った．例え
ば，「ウェイト」の記入などが挙げられるが，分類に
際して同じワードであってもそのワードに対する各選
手の意味づけや価値が異なっていることがワークシー
トの記入内容から確認できた．これらの考えも考慮
し，心理スタッフで検討した結果，同じワードであっ
ても記入されたカテゴリー先の違いによって，各選手
のより詳細な目標達成における過程を評価できると考
え留保することとした．

2.　サポート資源の得点の算出結果
次に，サポート資源を分類したカテゴリー1につい
て，選手それぞれが評価した各カテゴリーの得点およ
び 8つのカテゴリーの合計得点（全選手 100点），並び
に各カテゴリーのチームの平均得点を算出した結果を
表 5に示す．算出結果から「ヒト」は，平均得点が
37.95点であり，全体の約 4割近い値を示して最も得
点が高い結果となった．「時間」は平均得点が18.85点，
「メディカル」は平均得点が16.05点，「栄養」は平均得
点が 13.50点であった．さらに，「モノ」は平均得点が
3.10点，「情報」は 4.15点，「フィジカル」は 4.90点と
全体の約 1割にも満たない値を示して得点が低い結果
となった．また，「その他」は平均得点が 1.50点で
あった．

3.　心理講習会の内省報告の結果
最後に，心理講習会に対する選手から得られた内省
報告について抜粋し，まとめたものを表 6に示す．

IV.　考　　　察
本研究では，心理サポートの一環として，目標設定
技法を用いて目標達成の過程を評価するための手段を
提案することを目的とした．さらに，本研究では選手
およびチームを取り巻く環境を広範囲かつ，より詳細
に把握するために「サポート資源」を設定し，それら
を 8つのカテゴリーに分類した．さらに，それらの得
点化によって，選手あるいはチームの状況把握を試み
た．
はじめに，ワークシートの記入からサポート資源の
カテゴリー1への分類に際して，同じワードの記入が
見られた．例えば，「ウェイト」という記入について
挙げられる．本研究の対象チームであるラグビー部女
子では，心理サポートや栄養サポート，フィジカルサ
ポートなどの外部サポートを積極的に取り入れてい
た．そのため，フィジカル面における自身の強化を目
的とした「ウェイト」を意識し，ワークシートに記入
する選手が見受けられた．その一方で，ラグビーは激
しいコンタクトスポーツであるため常に怪我と隣り合
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わせであることは周知の通りであり 13），心理講習会
の実施時においてもチーム内には怪我をしてしまい，
競技復帰を望む選手が決して少なくはない状況であっ
た．そのため，リハビリテーションによる自身の強化
を目的とした「ウェイト」を意識して記入する選手も
見受けられた．これらのことから，前者は「フィジカ
ル」に，後者は「メディカル」に分類を行った．この他
にも，トレーナーやコーチ，食事など重複した記入が
いくつか見受けられ，分類作業により，同じ事柄や物
的資源，人名であっても異なる意図や目的がチーム内

に存在していることが明らかとなった．三戸 14）の研
究では，スポーツ経験やスポーツへの指向性などと
いったスポーツへの関わり方が，選手の価値観や重要
度に影響していることが示唆されている．本研究の対
象選手においては，「ラグビーをする」というスポー
ツに対する関わり方や長期的なチーム目標は一見同じ
である．しかし，その目的や目標を達成するための過
程について，より具体的に各選手に着目して把握しよ
うと試みたとき，その中には各選手の価値観や環境，
選手それぞれに影響を与えているその時の状況が含ま

表4　カテゴリー分類
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れていることが明らかとなった．さらに，本研究で使
用したワークシートの取り組みでは，カテゴリー別の
得点と比較することによって選手の各カテゴリーに対
する重要度や必要度がより明確化される．これらは，
個別的な対応が求められる心理サポートの場面，ある
いは監督・コーチといった直接的に技術，生活指導を
行う立場の指導者にとって，選手の取り組みに多方面
から刺激を与えるための言葉がけや指導内容の改善な
どに非常に重要な情報となる．
次に，各カテゴリーにおけるチームの平均得点につ
いてである．本研究の対象チームでは，「ヒト」におい
て平均得点が 37.95点と最も高い値を示した．また，
各選手の記入から得点の高低はあるものの，すべての
選手が「ヒト」に対して配点していることが伺える．
さらに，「ヒト」以外のカテゴリーの記入内容からも
「ヒト」を表すようなワードが多く見受けられる．こ
とから，本研究の対象チームにおいては，コーチ・仲

間・トレーナーなどといった「ヒト」に対する重要度
が高いと推察される．嶋 15）の研究では女性は男性と
比べ，同性・仲間・家族といったサポートの援助を受
けやすく，独立して問題解決に臨むというよりはむし
ろ「ヒト」のサポートを重要視する傾向があることが示
されている．この知見は，スポーツ場面に限定されて
いないが，本研究は女子のチームスポーツにも，「ヒ
ト」に対する重要度において高い傾向が示されている
という点において類似した結果を得ている．このこと
から，女子のチームスポーツにおいて「ヒト」のサポー
ト体制を整えることは，選手の問題解決に有益である
と考えられる．また，前述したように心理講習会の実
施時のチーム状況は，怪我をしている選手が多く確認
されていた．鈴木・中込 16）は，質問紙調査によって，
受傷者の復帰段階においてコーチからのサポートが強
く希求されていることを明らかにしている．さらに，
受傷者にとってコーチなどの指導者からアドバイスを

表5　カテゴリー別得点とチームの平均得点

表6　心理講習会で得られた対象選手による内省報告
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得ることは，単に動機づけが高まるだけでなくチーム
への所属意識の高まりや孤立感の軽減を促し，復帰に
向けた身体的・心理的回復に寄与する可能性があるこ
とを述べている 16）．以上のことから，本研究の対象
チーム，あるいは女子のチームスポーツにおいて「ヒ
ト」のサポート体制を整えることは，選手の問題解決
に対する援助や，目標・目的に対する動機づけを高め
ることにつながると考えられる．このように，本研究
で得られた情報は，心理サポートの目的の 1つである
心理的スキルの習得だけではなく，指導者への有効な
フィードバックにも活用可能である．心理サポート場
面において中込 1）は，アスリート・コーチ・SMT指導
士の関係は特異的であり，アスリートと SMT指導士
の関係はもちろんのこと，現場との良好な関係を形成
することが重要性であると述べている．さらに伊藤・
豊田 17）は，質的な研究によってメンタルトレーニング
による三者関係の変容プロセスを検討し，メンタルト
レーニングを通して SMT指導士が選手とコーチの間
に介入することによって，自分自身の役割や取り組み，
お互いの関係性をさまざまな視点から振り返るきっか
けとなることを示唆している．これらの知見を鑑みる
と，本研究で得られた情報は，選手だけでなく指導者
へフィードバックをすることによってチームの情報収
集，状況確認を行う手立てとなるであろう．しかし，
指導者への情報の提示は選手の了解を得て行われるべ
きものであり，了解があっても SMT指導士，あるいは
心理サポートを行う者が慎重に熟考してフィードバッ
クしていく必要があるという観点も忘れてはならない．
また，今回の心理講習会で得られた対象選手による
内省報告（表6）では，「目標を書き出したことにより，
自分がどうしたいのか，どうしていくべきかが明確に
なった．」という意見が得られた．さらにサポート資
源については，「サポート資源を書き出すことで自分
の現状を客観的に，いつもとは違った視点で見直すこ
とができた．」，「思っていたよりサポート資源が多い
ことが分かり，様々なモノやヒトを自分が必要として
いるのが分かった．」といった意見が得られた．これ
らの意見から，本研究で取り扱ったワークのように目
標を書き出すこと，目標達成のためにサポート資源を
書き出すことは，考えの整理，方向性の明確化，物事
に取り組む意欲の促進につながったといえる．このよ
うな選手の自立的・主体的な取り組みの促進は，目標
達成に起因すると考えられる．
最後に本研究の限界を述べる．目標設定技法では継
続的な評価が求められているが 3），本研究では継続し
た目標設定の計画立案から評価・改善といったPDCA
サイクル（Plan：計画，Do：実行，Check：評価，Act：
改善）の実施がなされていない．これは本研究の対象

チームに対する心理サポートの問題点として挙げられ
る．本研究で取り上げたような心理講習内容に加え，
評価・改善といった振り返る習慣を選手に根づかせる
取り組みを行うことが今後の心理サポートの課題であ
る．さらに，選手を取り巻く環境や選手の状況は，常
に一定であることはなく，変化することが予想され
る．本研究で得られた情報は，横断調査によって得ら
れた一時的なものであり，この情報のみで今後の心理
サポートや指導を継続していくことはむしろ間違った
サポートの実施につながりかねない．そのため，より
選手を理解するためには，定期的にサポート資源の抽
出を実施することが必要であり，各選手の変化につい
て着目することが重要であろう．
さらに，「モノ」，「情報」，「フィジカル」などのカテ
ゴリーの得点が低い値を示したことに関して，本研究
の対象チームが学内サポート機関で心理面やフィジカ
ル面，加えて学生トレーナーの依頼，栄養面に関する
外部サポート等を積極的に取り入れていることにより，
それらの取り組みが習慣化され，ある意味選手がそれ
らについて重要視していない可能性も考えられるが，
低い値を示したカテゴリーについて，その理由を言及
することは難しい．また，上記に関しては「サポート
資源」の定義が多種多様な要因を挙げることが可能と
なる一方で，サポート資源の内容が広義なものから狭
義なものまで混在したことによる問題ともいえる．今
後「サポート資源」における定義を再検討する必要も
あると考えられる．
しかし，本研究で実施したワークを活用することに
よって，本研究の目的としている目標達成の過程を評
価することができるだけでなく，選手自身が改めて努
力の過程に目を向けられるようなきっかけを与えるこ
とができることが明らかとなった．そして，サポート
資源の可視化，さらにそれらの検討を行うことは，選
手の内発的動機づけの喚起を促し，同時に問題解決の
一助となることが期待できる．また，選手だけでなく
指導者へのフィードバックによって，記入内容から各
選手に適した支援に向けた情報の取得，チームへのサ
ポート体制の検討材料につながると考えられる．こう
いった側面からも，継続した心理サポートの実施にお
いてはデータの蓄積が重要であり，選手だけでなく指
導者，心理スタッフ間の情報の共有を図ることはチー
ム・個人の現状把握や問題の理解につながるであろう．
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